
コラム
　農林水産政策研究所（以下「政策研」という。）は、
社会科学の手法により農林水産政策の調査研究を行
う組織です。
　社会科学は、よりよい意思決定に資する学問とさ
れるので、政策研の役割は、農林水産政策のよりよ
い意思決定に貢献することだといえます。
　しかしながら、現実の農林水産政策に係る意思決
定、特に重要施策に係る意思決定は、一人農林水産
省の内部だけでは完結せず、施策に関係する議会

（議員）、農林漁業者団体、財政当局との間の調整を
進めながら行われます。これを言い換えると、有権
者の意思（国会議員）、農林漁業者の意思（団体）、
納税者意思（財務省）がどこで交叉するか、様々な
意思の交叉点を模索する作業といえるでしょう。さ
らに、今日では、外交や安全保障に係る国家意思、
食品に低廉な価格と高い安全性を求める消費者意思
が加わり、調整は困難を極めます。
　このように利害が複雑に交錯し、針の穴に糸を通
すような調整過程において必要とされるのは、行政
官の高度な利害調整力であり、予期せぬイベントに
も対応できる反射神経といえるでしょう。
　したがって、このような調整過程が始まってしま
うと、政策研の出番は少なくなります。過去の蓄積
をいかにタイミングよく提供するかは重要ですが、
むしろ、政策研が力を発揮できるのは、このような
調整過程が始まる前、すなわち、熱い議論が始まる
前の段階で、施策導入の前提となる現状の分析、導
入すべき施策の効果について、可視化（指標化）さ
れた証拠（エビデンス）と論理（ロジック）を示す
ことといえます。
　さらに、行政とは異なり、頻繁な人事異動の少な
い政策研の持ち味を活かせるのは、行政よりも一歩

（５年）あるいは二歩（10年）先に立って、課題を
設定し、継続して研究に取り組むことです。
　政策研の過去の業績を振り返ってみると、それま
で他の機関が取り組んでいない課題を組織的に発掘
し、その成果が発展して、大きな政策の流れとなっ

たものがあります。
　例えば、「農業・農村の
多面的機能」です。
　その概念自体は、「80年
代の農政の基本方向（昭和
55年10月農政審議会）」に
おいて、「農村」の「多面
的な機能と役割」といった
ことばが見られますが、そ
れが「どの程度」のものと評価されるか、可視化す
る取組としては、平成元年（1989年）から、農業総
合研究所（政策研の前身）が参画して実施された「農
林地のもつ多面的機能の評価に関する研究」がさき
がけといえます＊。
　その後、多面的機能に関する多くの研究成果が蓄
積され、その蓄積の上に立って、食料・農業・農村
基本問題調査会答申（平成10年（1998年））、さらに
は、「食料・農業・農村基本法（平成11年）」におい
て、「多面的機能の発揮」は、「食料の安定供給」と
並ぶ政策の基本理念として位置付けられることとな
りました。
　また、現在の「食料・農業・農村基本法」の検証
の中で注目されている「食料品アクセス」問題があ
ります。
　この問題は、平成20年（2008年）の「買物難民」
ということばとともに社会問題としてクローズアッ
プされたのがはじまりとされますが、政策研におい
ては、平成22年、それまで可視化されていなかった
この問題について、統計やGIS（地理的情報システ
ム）を組み合わせた推計により、全国をカバーした

「食料品アクセスマップ」を作成し、全国的な実態
把握と課題解決への促進に、大きく貢献していると
ころです。
　さらに、「農福連携」があります。
　「農福連携」のことばは、平成22年の鳥取県の「農
福連携モデル事業」が最初とされますが、その内実
となる「農業分野における障がい者就労」について
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は、政策研において、平成21年（2009年）より事例
調査や類型化研究が開始されています＊＊。
　その後、この分野での取組事業者の増加に伴い、
研究の蓄積が進み、農林水産省における専門組織の
設置（農福連携推進室）、省庁横断の推進会議（農
福連携等推進会議）の設置へと進展し、メディアで
の紹介も日常化するなど、大きな流れとなりまし
た。
　いずれのテーマにおいても、重要なのは、それま
で埋もれていた課題に組織的・継続的に取り組み、
地道に蓄積を進めていることです。
　今、コロナ禍から経済社会が回復する過程の中に
あって、肥料・飼料価格の高騰等を背景に、いかに
食料の安定供給（食料安全保障）を確保するか、あ
るいは、国内の農林漁業の経営の継続のため、いか
に生産コストの増加分を農林水産物価格に転嫁して
いくかが喫緊の課題となっています。
　もちろん、政策研として、現下の課題に対して、
これまでの蓄積が活かされるように力を尽くすこと

が重要です。同時に、政策研として、その持ち味を
活かしていく最良の道は、この後10年後、20年後も
見据えて、今現在は埋もれている明日の政策課題を
掘り起こし、研究活動を進め、世に問うていくこと
です。今日この時点では、世間の耳目を引くことが
なかろうとも、新たな課題へ挑戦する姿勢で取り組
むことこそ、政策研の持ち味を最も活かすことにな
ると確信しています。

　＊多面的機能の一要素である農地の治水機能を評価する研究

は、昭和50年代から多く見られるようになり、例えば、志村博

康教授（東京大学）は、「水田・畑の治水機能評価」（昭和57年

１月農業土木学会誌）において、農地・畑の貯水容量の試算を

行っている。

　＊＊本研究は、「農業分野における障害者就労と農村活性化　－

社会福祉法人，NPO法人，農業者法人の活動事例を中心に－」

（平成23年５月農林水産政策研究所）として取りまとめられてい

る。

　令和５年３月28日に農林水産政策研究所は、鳥取
県日野町と「日野町リノベーションLabに関する包
括連携協定」を締結いたしました。本協定は、昨年
度で閉校となった町内の小学校の校舎を利活用する
取組で発足した産官学協働の研究機関「日野町リノ
ベーションLab」を拠点として、町との連携を強化
しながら中山間地域が抱える人口減少や高齢化等の
地域課題の解決に向けた研究を推進する目的で締結
したものです。
　日野町は毎年100人程度の人口減少を続けており、
全町民に占める65歳以上人口の割合を示した高齢化
率も50.8％（2020年）と中山間地域の中でも非常に
深刻な状況にあります。そのため、同町は
中山間地域に属するほかの自治体が将来的
に抱える地域課題に先んじて直面している
状況にあり、「日野町リノベーションLab」
で得られた研究成果は、他地域にも応用が
可能な汎用性の高いものになると考えてい
ます。
　当研究所は、食料品店の減少や高齢化の
進展に伴う、食料品の買い物での苦労や不
便さについて研究を続けており、食料品ア

クセスマップという形でアクセス困難地域を可視化
する取組を続けてきました。そのため、日野町にお
いても、「食料品アクセス問題」に関する研究ノウ
ハウを生かし、移動販売車による食料品供給が食料
品アクセス環境の改善にどの程度寄与しているの
か、さらに移動販売車がもつ間接的な効果（買い物
を介した販売員との会話や販売員による高齢者の見
守り）が高齢者の健康維持にどの程度寄与している
のかを明らかにするために、本協定に基づいて同町
のサポートを受けながら聞き取り調査を実施してい
く予定でいます。
� （食料領域　研究員　丸山　優樹）

鳥取県日野町との包括連携協定について

協定締結式にて
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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